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わが町のきらっとさん！
子どもたちが快適に、

学校生活が送れるように椅子にテニスボールをつける

活動をされている｢すてっぷくらぶ｣の皆さんを紹介します。

自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を

　
平
成
20
年
秋
か
ら
、
町
内
の
小

学
校
教
室
の
椅
子
の
足
に
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
を
装
着
。
現
在
約
２
０
０
０

人
分
が
終
了
。

・�

南
小
学
校｢

こ
と
ば
の
教
室｣

の
先

生
か
ら
、
難
聴
の
児
童
が
教
室
内

の
騒
音（
椅
子
・
机
を
動
か
す
時

の
音
）で
指
示
が
聞
き
と
れ
な
い
。

・�

現
場
の
先
生
方
も
騒
音
へ
の
対
策

を
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
。

・�

以
前
か
ら
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
中

に
も
、
机
や
椅
子
を
移
動
さ
せ
る
時

の
騒
音
に
対
し
、
耐
え
ら
れ
ず
両
手

で
耳
を
ふ
さ
ぐ
姿
を
見
て
い
た
。

　
そ
こ
で
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
教
室

の
椅
子
に
取
り
付
け
、
騒
音
を
減

ら
し
た
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
一
致
し
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

椅
子
の
足
に
取
り
付
け
や
す
い
よ

う
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
障
が
い
を
持
つ
子
の
親
と
し

て
、
地
域
の
方
々
に
お
世
話
に
な

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分
達
に

も
何
か
地
域
に
貢
献
で
き
る
事
が

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
』と
の
こ

と
で
す
。

DVDを貸し出します！
　町議会を撮影したDVDを貸し出します。
　議会初日と最終日および一般質問をDVD
に収録しています。希望される方は、図書館・
役場４階の議会事務局にお越しください。

事務局

武田事務局長・𠮷川次長
新しく事務局体制が変わりました。

武田事務局長が新任です。

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する機会のひとつです。
是非お越し下さい。車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

｢議会だより｣についてのご意見をお待ちしております。
TEL	935-1001　FAX	935-7070

議会事務局は町役場４階です。
E-mail:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は
6月11日より

お知らせ

▲ボールを取り付けたイス ▲作業のようす（会員募集中です）

　宇美川に生息する鳥たちを、撮っておられる土谷幸夫
さんに提供いただきました。
　今後も議会だよりでは、志免町の四季の写真の提供を
お待ちしています。

写真募集
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入ってくる
お金

使うお金
町税
4,656,627千円
46％

地方譲与税
97,000千円

地方交付税
1,290,000千円
13％

国庫支出金
1,120,631千円
11％

県支出金
765,109千円 8％

財産収入
8,757千円

繰入金
5,238千円

繰越金
300,000千円 町債

864,200千円 8％

寄付金 2千円

諸収入 127,495千円

利子割交付金
24,000千円

配当割交付金
4,000千円

株式等譲渡
所得割交付金
2,000千円

地方消費税交付金
335,000千円自動車取得税交付金

35,000千円

地方特例交付金
62,000千円

交通安全対策
特別交付金
11,000千円

分担金
および負担金
241,905千円

使用料
および手数料
150,036千円

民生費
4,220,516千円
42％

衛生費
1,687,038千円
17％

農林水産業費
132,999千円

商工費
53,651千円

土木費 373,636千円
4％

消防費
429,100千円 4％

教育費
989,747千円
10％

公債費
1,009,135千円
10％

総務費
1,034,457千円
10％

予備費
43,017千円 議会費 126,704千円

　

平
成
22
年
定
例
会
が
３
月
５
日
か
ら
26
日
（
22
日
間
）
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
22
年
度

当
初
予
算
・
21
年
度
補
正
予
算
・
条
例
改
正
な
ど
計
30
議
案
、
請
願
１
件
・
意
見
書
２
件
す
べ

て
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
８
日
、
９
日
の
２
日
間
で
８
人
が
行
い
ま
し
た
。

第２回
定例会

（注）枠配分予算……行政評価システムに基づく優先度によ  り財源を重点施策に配分するもの

一般会計　１０１億円
賛成多数で採択 【賛成】大熊・助村・丸山・吉住・池邊・牛房・大西・稲永・熊本・大林・二宮

【反対】堤・西川・吉田・末藤
（賛成11人、反対4人）

（前年度比7.7％増）

一般会計………………………… 101億円
国民健康保険…………… 42億7,400万円
老人保健………………………… 840万円
後期高齢者……………… ４億2,300万円

住宅新築………………………………… 1,400万円
下水道事業………………………… 12億5,900万円
水道事業…………………………… 13億4,700万円

（100万未満四捨五入）

平成22年度  当初予 算総額174億2,500万円

予算特別委員会において、
吉原農区活性化整備基金

条例関連の集中審議を行う!
　平成10年１月１日から平成25年９月30日ま
でとする、浄化センター土地賃貸借契約につい
て、引き続き平成40年９月30日まで契約更新す
る旨を確約する「浄化センター土地賃貸借契約更
新に関する確約書」を町が関係者と交わし、これ
に基づき、議案上程された「吉原農区活性化整備
基金条例」、それに伴う「吉原農区活性化基金積
立金」年2,000万円（10年間で２億円）また、吉原
農区へ交付金である「浄化センター土地利用対策
交付金」300万円についての集中審議を行う。

「委員会での意見」
・�すでに積んである「吉原地域活性化整備基金」
の使途、他の整合性はとれるのか？
・�積み上げるなら、現在ある「吉原地域活性化
整備基金」に積み上げるべきではないか
・�し尿処理を広域連携で、他の自治体にお願い
することはできないのか
・交付金300万円の意図は
・条例文内容の不合理について

　など活発な意見、質問が出された。

予算特別委員会
委 員 長　　吉田議員
副委員長　　牛房議員
副委員長　　丸山議員

議会初！集中審議

▲予算特別委員会

26年ぶり、基金取り崩さず編成!
枠配分予算導入
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町の憲法

条　例
賛
成
９
・
反
対
６

　

賛
成　

�

大
熊
・
吉
住
・
池
邊
・
大
西
・
牛
房
・

稲
永
・
大
林
・
熊
本
・
末
藤

　

反
対　

�

堤
・
助
村
・
丸
山
・
西
川
・
吉
田
・

二
宮

　

吉
原
農
区
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
新
設
す
る
も
の
。

　

こ
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
建
設
常
任
委

員
会
へ
付
託
さ
れ
た
が
、
町
益
に
か
か
わ
る

大
事
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
予
算
特
別
委
員

会
で
も
集
中
審
議
を
行
っ
た
。
こ
の
一
連
の

審
議
を
受
け
て
、
執
行
部
よ
り
原
案
修
正
提

案
が
な
さ
れ
た
。

第
５
条
の
修
正

　

基
金
は
第
１
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

経
費
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
吉
原
農
区
及

び
町
長
と
協
議
の
う
え
、
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
線
の
部
分
を
削
除
す
る
も
の
。

　

修
正
を
全
員
で
認
め
た

　

迷
惑
施
設
の
し
尿
処
理
場
建
設
に
、
吉
原

地
区
は
や
む
な
く
同
意
し
現
在
に
至
る
。

　

土
地
利
用
の
更
新
は
宇
美
町
と
の
関
係
で

必
要
だ
が
、
地
元
に
は
積
み
立
て
た
２
億
円

の
吉
原
地
域
活
性
化
基
金
が
あ
り
、
活
用
を

話
合
う
委
員
会
が
立
ち
上
が
る
予
定
だ
。

　

農
区
の
た
め
だ
け
の
基
金
は
理
解
を
得
ら

れ
な
い
。

　

農
地
が
残
る
吉
原
の
活
性
化
に
地
元
が
一

体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
う
。

　

町
の
大
き
な
課
題
と
さ
れ
る
、
し
尿
処
理

等
問
題
へ
の
対
応
の
遅
怠
を
ま
ず
指
摘
す
る
。

　

今
回
唐
突
に
提
案
さ
れ
た
吉
原
農
区
活
性

化
基
金
等
の
要
求
は
、
宇
美
町
・
志
免
町
と

の
協
定
と
地
権
者
と
の
土
地
賃
貸
借
契
約
の

３
年
間
の
ず
れ
に
あ
る
。
然
し
、
行
財
制
改

革
を
断
行
中
の
町
政
で
社
会
的
弱
者
へ
の
補

助
金
等
も
大
幅
な
カ
ッ
ト
。

　

血
税
を
使
わ
せ
て
頂
く
観
点
か
ら
も
、
時

間
を
か
け
て
方
策
を
考
え
る
べ
き
。

　
「
農
は
国
を
治
め
る
」と
言
わ
れ
る
。

農
業
の
現
状
は
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

吉
原
集
落
営
農
基
盤
の
整
備
、
担
い
手
育
成

に
期
待
し
賛
成
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

吉
原
農
区
活
性
化
整
備
基
金

条
例
の
制
定

�

丸
山
議
員

�

熊
本
議
員

○
建
設
常
任
委
員
会
付
託
審
査
報
告

　

�

吉
原
地
区
は
調
整
区
域
で
開
発
も
で
き
な

い
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
用
地
借
用
期
間
延
長

交
渉
で
、
吉
原
農
区
か
ら
一
気
に
不
満
が

で
た
。
執
行
部
の
落
度
も
あ
り
、
交
渉
不

調
に
終
れ
ば
今
後
移
転
・
新
築
な
ど
莫
大

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
。
委
員
会
で
も
賛

否
両
論
厳
し
い
意
見
も
出
さ
れ
、
継
続
審

査
と
の
案
も
あ
っ
た
が
即
決
と
し
た
。

22年度主な事業

西小学校校舎増築
設計� 733万円
地元住民からの請願は採択されたが、
行財政改革の中、執行部は増築に決
定し設計料が出された。

▲志免西小学校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
部
屋

設
置
工
事�

９
０
０
万
円

松
ヶ
丘
県
営
住
宅
地
内
に
高
齢
者
の
居
場
所
設
置
。

運
営
維
持
費
は
町
内
会
が
も
つ
。

自
治
基
本
条
例
制
定

�

２
７
０
万
円

町
民
・
議
会
・
行
政
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
ル
ー
ル
制
定
を
す
る
た
め
の
委
託
料

浄化センター土地
利用対策交付金
� 300万円
浄化センター土地借用期間延長に伴
い、交付する。

吉原農区活性化整備
基金積立金
� 2,000万円
新たに毎年10年間積み立てる。

行
政
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
事
業�

１
０
５
万
円

職
員
提
案
制
度
事
業

子
ど
も
議
会
関
係
経
費

�

９
万
円

子
ど
も
の
意
見
表
明
を
大
切
に
し
取
り
組
む

水門設置・ため池
改修工事など� 5,812万円
内水対策及び浚

しゅん

渫
せつ

。

▲東中学校裏門前大塚池

▲浄化センター付近

〜
反
対
討
論
〜

〜
賛
成
討
論
〜

�

二
宮
議
員

（３ページ掲載関連条例）

その①
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町の憲法

　

町
の
財
政
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、
１
０
１
歳

に
な
ら
れ
た
方
へ
の
祝
金
３
万
円
を
１
万
円
に
引
き
下
げ

る
も
の
。

�

撤
回
に
全
員
賛
成

　

事
務
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
労
働
時
間
が
ふ
え
て

い
る
。
健
康
面
を
考
慮
し
、
60
時
間
を
越
え
た
時
間
外
勤

務
を
休
暇
に
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

　

�

全
員
賛
成

　

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
る
も
の
。

　

安
全
安
心
を
脅
か
す
も
の
は
広
範
囲
で
あ
る
。
行
政
、

警
察
、
住
民
が
連
携
協
力
し
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
形

成
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

�

　

全
員
賛
成

　

暴
力
団
が
資
金
獲
得
の
た
め
に
、
暴
力
を
背
景
に
多
大

な
脅
威
を
与
え
て
い
る
。
暴
力
団
を
志
免
町
か
ら
排
除
す

る
も
の
。

�

　

全
員
賛
成

職
員
の
勤
務
時
間
、

�
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

暴
力
団
排
除
条
例

　

今
回
の
認
定
は
７
路
線
で
、
別
府
81
号
線
、
82
号
線
、

83
号
線
、
志
免
１
９
１
号
線
、
１
９
３
号
線
、
１
９
４
号

線
の
新
規
事
業
で
合
計
延
長
は
４
３
８
㎡
と
な
る
。

�

　

全
員
賛
成

　

今
回
の
対
象
区
域
は
、
別
府
町
内
会
の
一
部
、
鏡
町
内

会
、
ア
ネ
シ
ス
町
内
会
、
御
手
洗
町
内
会
で
、
対
象
戸
数

１
６
０
０
戸
、
新
住
居
表
示
は
別
府
北
１
丁
目
か
ら
４
丁

目
、
御
手
洗
１
丁
目
、
２
丁
目
と
な
る
。

�

　

全
員
賛
成

　

多
目
的
広
場
用
地
と
し
て
、
志
免
町
土
地
開
発
公
社
よ

り
９
８
９
８
・
５
㎡
を
２
億
２
０
４
９
万
６
０
０
０
円
で

購
入
す
る
。

�

　

全
員
賛
成

　

介
護
保
険
業
務
の
集
約
化
に
よ
る
経
費
の
削
減
と
公
正

な
運
営
を
目
的
と
し
、
支
部
の
再
編
を
行
う
。

�

　

賛
成
多
数

�

　
（
賛
成
14
・
反
対
１
）

志
免
町
道
路
線
の
認
定

土
地
取
得

住
居
表
示
に
伴
う

�

町
の
区
域
の
設
定

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約

�

の
変
更

主な議案

全員賛成で採択
一　般　会　計

５億1,941万７千円増　総額108億7,096万８千円

補正の主なもの

●志免中学校補強・大規模改造工事� ５億6,969万円

●公園用地購入費

� 4,745万７千円
土地開発公社より
公園用地の一部（写真内赤線部分）購入

●道路改良工事費� 9,900万円
●広域ごみ処理施設事業費負担金�5,815万９千円減
クリーンパークわかすぎのごみ量の減や燃料費の減などによる。

●妊婦健康診査委託料� 800万減
1,600人の見込みが800人であった。14回の検診が平均11回分だった。

・国民健康保険　全員賛成

3,366万円増　総額43億3,363万６千円

・老人保健　全員賛成
5,703万５千円

・後期高齢者医療　賛成多数（賛成14・反対1）

1,373千円増　総額4億1,637万5千円

・下水道事業　全員賛成

4,305万１千円減　総額13億494万９千円

・水道事業　全員賛成

7,499万３千円減　総額13億8,095万４千円

平成21年度補正予算（第９号）

議
会
の
指
摘
を
受
け
撤
回

敬
老
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平成21年度特別会計補正

条　例
その②

▲平成の森公園
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委員会報告（調査・研究）

町の重要 な課題
基
準
年
度
と
し
、
景
気
低
迷

に
よ
る
税
収
の
減
や
、
児
童

生
徒
の
増
加
に
伴
う
教
育
施

設
へ
の
対
策
に
加
え
、
国
で

も
今
後
地
方
交
付
税
制
度
、

地
方
税
制
の
見
直
し
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
３
ヶ
年

を
何
と
し
て
も
乗
り
切
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
緊
急
３
ヶ
年

の
計
画
を
た
て
、財
政
フ
レ
ー

ム
を
作
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

人
を
減
ら
せ
ば
よ
し
と
す

る
安
易
な
考
え
で
な
く
、
職

員
の
人
材
育
成
を
将
来
を
見

据
え
し
っ
か
り
や
る
べ
き
、

受
益
者
負
担
を
増
や
す
だ
け

で
な
く
、
収
納
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
も
し
っ
か
り
計
画

す
べ
き
と
要
請
し
て
い
る
。

宇
美
・
志
免
・
須
恵

�

業
務
シ
ス
テ
ム

�

再
構
築
事
業

　

本
事
業
に
係
る
シ
ス
テ
ム

リ
ー
ス
契
約
の
業
者
選
定
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
３
町
協

議
を
行
っ
た
。
宇
美
町
を
幹

事
町
と
し
、
指
名
競
争
入
札

ま
た
は
随
意
契
約
の
手
続
に

よ
り
、
契
約
を
行
う
と
の
報

告
を
受
け
た
。

国
民
健
康
保
険
税

�

収
納
体
制
づ
く
り

�

を
要
請

　

国
民
健
康
保
険
の
収
納
率

が
低
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
20
年
度
85
・

３
％
で
全
国
平
均
よ
り
下

回
っ
て
い
る
。

　

払
う
能
力
の
あ
る
人
か
ら

は
き
ち
っ
と
徴
収
し
、
家
庭

状
況
に
よ
っ
て
は
福
祉
に
つ

な
ぐ
体
制
づ
く
り
が
心
要
で

あ
る
。

第
三
者
評
価
が
必
要

　

行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま

で
の
５
ヶ
年
計
画
が
今
年
度

終
了
し
、
21
年
度
の
決
算
状

況
を
踏
ま
え
、
全
体
の
総
括

を
す
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

自
己
評
価
で
の
総
括
だ
け
で

な
く
第
三
者
評
価
が
必
要
で

あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

緊
急
３
ヶ
年

�

財
政
計
画

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
を

総
務
文
教
常
任
委
員
会

学
童
保
育
待
機
問
題

　

現
在
の
待
機
児
童
は
０
人

だ
が
、
毎
年
度
初
め
に
待
機

が
あ
り
、
夏
休
み
以
降
は
少

な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　

年
度
初
め
の
待
機
解
消
と

そ
の
後
の
定
員
割
れ
状
況
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
す
る
か
、

今
後
協
議
し
て
い
く
。

厚生常任委員会
▲３町共同による電算業務イメージ図

▲福祉巡回バス　シーメイト前バス停

▲下水道工事（亀山工業団地）

総
合
福
祉
施
設
の
運
営

　

シ
ー
メ
イ
ト
駐
車
場
の
有

料
化
と
福
祉
巡
回
バ
ス
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
と
し
て
、

１
０
０
円
ぐ
ら
い
料
金
を

取
っ
て
は
ど
う
か
と
の
住
民

の
声
も
あ
り
、
議
論
し
て
い

る
。

第
２
期
障
害
者
福
祉
計
画

�

障
害
者
の
就
労
支
援

　

以
前
よ
り
提
案
し
て
い
た

障
害
者
の
就
労
支
援
の
説
明

会
を
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
商

工
会
だ
け
で
な
く
企
業
に
も

協
力
を
呼
び
か
け
、
22
年
度

に
実
施
す
る
と
の
こ
と
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

障
害
者
の
働
く
場
も
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
委
員
会
と
し
て
評
価

し
て
い
る
。

用
地
買
収
な
ど
で
10
年
を
超

え
そ
う
な
状
況
。
工
事
の
進

捗
率
は
10
％
。

上
水
道
事
業
の
経
営

　

給
水
人
口
の
伸
び
、
水
洗

化
率
の
上
昇
に
対
し
、
不
況

に
よ
る
大
口
受
給
者
の
水
控

え
、
料
飲
店
等
の
需
要
減
、

一
般
家
庭
の
節
水
が
あ
る
と

推
測
し
て
い
る
。

下
水
道
特
別
会
計
を

公
営
企
業
会
計
に
移
行

　

工
事
事
業
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、

百
数
億
円
の
起
債
を
抱
え
て
い
る
。

　

経
営
内
容
の
把
握
、
分
析

が
で
き
る
よ
う
に
要
請
。

都
市
計
画
街
路
志
免

�

宇
美
線
の
促
進

　

宇
美
町
側
の
用
地
買
収
予

定
面
積
は
、
約
２
万
３
２
６

０
㎡
で
21
年
度
末
ま
で
の
買

収
面
積
は
１
万
７
８
３
０
㎡

で
77
％
の
買
収
率
。
１
工
区

７
年
の
事
業
計
画
だ
っ
た
が
、

建
設
常
任
委
員
会

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

�

包
装
類
製
品
化
率

�

82
％
ま
で
向
上

　

志
免
町
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
類
の
分
別
が
悪

い
と
の
指
摘
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
、
啓
蒙
啓
発
に
努
め

た
結
果
、
要
望
や
苦
情
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
搬
入
量
も
減

少
し
て
い
る
。

　

今
後
も
製
品
化
率
を
上
げ

る
た
め
啓
発
の
必
要
が
あ
る
。

町
長
報
告
を
要
請

　

町
長
の
町
政
担
当
任
期
残

り
１
年
の
総
仕
上
げ
と
し
て

議
会
初
日
に
施
政
方
針
を
行

う
べ
き
。
ま
た
、
政
権
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
町
政
へ

の
影
響
、
県
町
村
会
の
事
件

等
、
町
民
の
関
心
も
大
き
く

町
政
報
告
を
す
べ
き
と
の
全

会
一
致
を
受
け
、
議
長
よ
り

町
長
へ
要
請
し
た
結
果
、
町

政
報
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

22
年
度
も
21
年
度
同
様
議

議会運営委員会

長
を
除
く
全
員
に
よ
る
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

議
員
定
数
問
題
を
検
討

　

議
員
定
数
問
題
に
つ
い
て

近
隣
町
も
削
減
を
行
っ
て
お

り
、
町
民
か
ら
請
願
の
動
き

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を

考
慮
し
、
ど
う
い
う
形
で
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
か
そ
の

方
法
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
審
議
を
始
め
て
い
く
。

素
案
完
成

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

は
素
案
が
で
き
上
が
り
、
閉

会
中
に
審
議
し
６
月
議
会
に

は
上
程
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

志鉱跡地対策特別委員会

　自然活用型のボタ山開発の整備方針に従い、
３町の委員が、共同の認識を持つため視察実施
に向けて、須恵・粕屋町との調整を行っていく。
　またSNC（株）に貸し付けている用地の一部（約
5,088平方メートル）が返還。
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一般質問8人

ズ
バ
リ
町
政
を
問
う

西
小
児
童
増

国
民
読
書
年

増築で対応するのか20歳の20冊企画事業

答弁：十分対応できる答弁：費用対効果心配する

発達支援
支
援
協
議
会
を
設
置

答
弁
：
断
固
た
る
対
応
で
い
く

牛
房　

良
嗣  

議
員

牛
房　

福
岡
市
で
は
、
今
度

35
人
学
級
を
推
進
す
る
。

　

当
町
の
場
合
は
増
築
で
対

応
で
き
る
の
か
、
ま
た
体
育

館
な
ど
施
設
の
運
用
は
。

学
校
教
育
課
長　

児
童
数
増

加
の
ピ
ー
ク
、
平
成
27
年
度

二
宮　

美
津
代  

議
員

二
宮　

若
者
の
読
書
離
れ
が

言
わ
れ
て
久
し
い
。
特
に
20

歳
以
上
の
人
た
ち
が
一
ヶ
月

に
一
冊
も
読
ま
な
い
人
が
多

い
。

　

自
治
体
が
新
成
人
に
本
を

贈
る
事
業
を
企
画
し
て
は
。

吉
田　

耕
二  

議
員

に
お
い
て
、
35
人
学
級
に
も

対
応
で
き
る
。

　

運
動
場
、
プ
ー
ル
は
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
る
が
、
体

育
館
は
補
強
及
び
大
規
模
改

造
工
事
な
ど
で
対
応
す
る
。

牛
房　

小
、
中
学
校
の
校
区

再
編
は
、全
町
的
な
議
論
を
。

町
長　

町
内
会
再
編
と
連
動

す
る
、
住
居
表
示
が
完
了
し

た
時
点
で
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
支
援
課
の
創
設

答
弁
：
今
、
検
討
し
て
い
る

町
長　

本
当
に
本
を
読
ん
で

く
れ
る
の
か
と
、
費
用
対
効

果
を
心
配
す
る
。

二
宮　

国
民
読
書
年
を
契
機

に
、読
書
へ
の
環
境
整
備
を
。

町
長　

一
人
約
１
０
０
０
円

と
し
て
約
40
万
円
の
費
用
と

な
る
。
国
民
読
書
年
を
迎
え

て
お
り
、
し
っ
か
り
検
討
を

し
て
み
る
。

幼
・
保
・
小
三
者
連
携
を

答
弁
：
交
流
の
機
会
設
け
る

二
宮　

入
学
時
学
校
に
慣
れ

牛
房　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
か
か
わ
る
医
療
、
介
護
、

健
康
づ
く
り
等
々
、
多
岐
に

わ
た
る
50
以
上
の
事
業
を
５

つ
の
課
で
担
当
し
て
い
る
。

　

一
括
一
元
化
す
る
高
齢
者

支
援
課
の
実
現
を
。

町
長　

今
、検
討
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
町
村
会
の
汚
職
事
件

●
役
場
の
組
織
改
革

（
人
事
課
の
創
設
と
税
務
課

の
個
室
化
）

な
い
問
題
、
日
常
的
な
し
つ

け
の
習
慣
づ
け
、
耐
性
の

な
さ
な
ど
三
者
一
体
と
な
っ

た
連
携
で
保
護
者
へ
も
支
援

を
。

学
校
教
育
課
長　

幼
稚
園
児

及
び
保
育
園
児
等
に
つ
い

て
、
必
要
な
情
報
の
共
有
な

ど
の
指
導
に
努
め
、
関
係
者

の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
子
宮
頸
が
ん
へ
の
対
策

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
公
費
負
担
）

▲健康づくり教室のようす▲元気な子どもたち（あかつき幼稚園）

吉
田　

関
係
機
関
を
お
子
さ

ん
を
中
心
に
有
機
的
に
結
合

さ
せ
、
密
な
る
情
報
交
換
を

行
な
っ
て
い
く
、
そ
の
よ
う

な
支
援
協
議
会
を
定
期
的
に

開
催
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

教
育
相
談

室
の
職
員
、
幼
稚
園
、
保
育

園
の
担
当
者
、
子
育
て
支
援

課
を
含
め
た
会
議
を
開
催
す

れ
ば
、
幼
・
保
か
ら
小
学
校

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
で

き
、
保
護
者
、
児
童
の
不
安

解
消
に
向
け
た
支
援
が
で
き

る
。

　

断
固
た
る
対
応
で
進
め

る
。

土
曜
日
に
授
業
の
実
施

答
弁
：
検
討
は
し
て
い
く

吉
田　

学
習
内
容
を
増
や
す

新
学
習
指
導
要
領
の
移
行
措

置
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

東
京
都
で
は
、
地
域
へ
の

公
開
を
原
則
に
、
土
曜
日
の

授
業
を
容
認
し
て
い
る
。

　

当
町
で
も
検
討
し
て
は
。

教
育
長　

学
校
、
地
域
、
保

護
者
の
理
解
、協
力
が
必
要
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
が
ク
リ
ア

で
き
れ
ば
、
学
力
向
上
の
観

点
か
ら
は
可
能
。

　

検
討
は
し
て
い
く
が
、
非

常
に
厳
し
い
問
題
も
あ
る
。

▲小学校の授業のようす

●�

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般（
一
般
事
務
・
事
務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）に

つ
い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と
し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

●�

一
般
質
問
は
会
議
録
に
も
と
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録

（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。
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税
収
対
策

徴収体制の充実強化

答弁：現在検討している

西
川　

蓉
子  

議
員

西
川　

町
財
政
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
の
中
、
税
の
徴
収

率
を
上
げ
る
こ
と
は
緊
急
の

課
題
で
あ
る
。

　

一
日
で
も
早
く
徴
収
体
制

の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
。

総
務
課
長　

今
回
の
提
案
及

び
総
合
計
画
、
宇
美
町
・
須

恵
町
・
志
免
町
の
３
町
共

同
電
算
化
等
を
総
合
的
に
含

め
、
機
構
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
の
中
で
現
在
検
討
を

進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

新
教
育
長
の
指
針
は

答
弁
：
教
育
環
境
の
整
備
に

　
　
　

努
め
る

西
川　

す
ば
ら
し
い
可
能
性

を
秘
め
た
子
ど
も
達
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
舵
取
り
を

さ
れ
る
の
か
。

　

新
教
育
長
に
熱
い
心
を
伺

う
。

教
育
長　

単
に
知
識
を
習
得

す
る
学
力
形
成
に
と
ど
ま
る

の
で
は
な
く
、
知
、
徳
、
体

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
ね
備
え

た
人
間
と
し
て
育
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
、
志
免
町

で
育
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
え

る
よ
う
な
教
育
を
誠
心
誠
意

推
進
し
た
い
。

▲検討中の税務課体制

選挙立会人
選
任
方
法
オ
ー
プ
ン
に

答
弁
：
協
議
し
前
向
き
に
進
め
る

助
村　

千
代
子  

議
員

助
村　

投
票
管
理
者
、
投
票

立
会
人
の
選
任
の
方
法
は
。

住
民
課
長　

選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
の
方
に
お
願
い
し

て
い
る
。

助
村　

委
員
の
方
は
御
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
毎

回
従
事
し
て
い
る
方
の
、
こ

れ
ま
で
の
選
任
の
仕
方
で
は

住
民
は
不
信
を
抱
い
て
い

る
。

　

青
年
・
若
人
の
登
用
を
含

め
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
募
も
す
べ
き
。

住
民
課
長　

協
議
し
た
上
で

前
向
き
に
進
め
た
い
。

犬
の
糞
害
防
止
の
啓
発
を

答
弁
：
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
る

助
村　

飼
い
犬
の
ふ
ん
害
に

住
民
は
、
大
変
迷
惑
を
し
て

い
る
。｢

飼
い
犬
等
ふ
ん
害

の
防
止
に
関
す
る
条
例｣

が

施
行
さ
れ
10
年
に
な
る
が
、

条
例
は
機
能
し
て
い
る
の

か
。

生
活
環
境
課
長　

罰
則
が
あ

る
条
例
の
こ
と
は
、
機
会
を

と
ら
え
啓
蒙
等
行
っ
て
い

る
。

　

罰
則
ま
で
は
い
か
な
い
。

助
村　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

や
マ
ナ
ー
講
座
等
で
愛
犬
家

の
意
識
の
高
揚
を
図
ら
れ
た

い
。

町
長　

強
く
マ
ナ
ー
向
上
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

▲投票のようす

11年の町政
自
分
の
採
点
は
何
点
か

答
弁
：
評
価
は
住
民
が
す
る

丸
山　

真
智
子  

議
員

丸
山　

南
里
町
長
の
任
期
は

第
４
次
総
合
計
画
と
ダ
ブ
っ

て
い
る
。
評
価
が
は
っ
き
り

し
な
い
。

　

３
期
目
の
残
り
１
年
を
ど

う
す
る
の
か
。

町
長　

第
４
次
総
合
計
画
は

数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
な

か
っ
た
の
で
評
価
は
難
し

い
。

　

最
終
年
は
健
康
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
４
点
を
重
点
的

に
進
め
て
い
く
。

　

元
気
な
町
を
目
指
し
た

い
。

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
対
策

答
弁
：
副
担
任
は
難
し
い

丸
山　

小
学
１
年
生
に
不

適
応
状
況
の｢

小
一
プ
ロ
ブ

レ
ム｣

が
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

志
免
町
の
状
況
と
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

副
担
任
制
は
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

情
報
は
幾

分
あ
る
が
、
学
校
か
ら
問
題

と
し
て
入
っ
て
い
な
い
。

教
育
長　

副
担
任
を
つ
け
る

こ
と
は
町
単
費
で
は
難
し

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
竪

　

坑
櫓

●
公
園
の
い
ろ
い
ろ
な
活
用

▲町長の答弁のようす

重
要
文
化
財

補修・修理が必要

答弁：文化庁と協議しながら

堤　

久
美
子 

議
員

堤　

学
芸
員
の
調
査
研
究
、

資
料
づ
く
り
の
下
、
竪
坑
櫓
を

活
か
す
住
民
の
会
、
櫓
を
愛
す

る
住
民
の
熱
い
思
い
で
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

竪
坑
櫓
の
保
存
と
活
用
は
。

生
涯
学
習
課
長　

修
理
の
基

本
方
針
を
作
成
し
、
保
存
管

理
活
用
計
画
を
数
年
の
う
ち

に
作
成
す
る
段
階
で
活
用
の

仕
方
も
検
討
し
て
い
く
。

堤　

他
の
史
跡
等
に
も
目
を

向
け
、
貴
重
な
出
土
品
を
竪

坑
櫓
近
辺
に
保
存
し
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
付
加
価
値

が
つ
く
。

支
援
室
設
置
の
目
的
は

答
弁
：
協
働
事
業
の
推
進

堤　

ま
ち
づ
く
り
支
援
室
設

置
の
目
的
は
何
か
。

総
務
課
長　

総
務
課
の
所
管

で
、
啓
発
、
仕
組
み
づ
く
り
、

協
働
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、

整
理
を
行
う
。
各
担
当
が
協

働
に
関
す
る
事
務
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
連
携
を

し
町
行
政
を
進
め
て
い
く
。

堤　

町
が
抱
え
て
い
る
課

題
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
住
民
の
知
恵
と
行
動
で

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
に
、
協
働
交
流
課
等

を
設
け
て
、
み
ん
な
で
話
し

合
え
る
交
流
の
場
が
必
要
。

▲重要文化財の指定を受けた竪坑櫓
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追跡・・・
・・

追跡・・・
・・

あの質問は

どうなったの
？あの質問は

どうなったの
？

委員会名 所管事務等調査事項案件

議会運営委員会
１．議会運営に関する事項
２．志免町議会基本条例策定
３．志免町議会議員定数問題

総務文教常任
委員会

�１．学校教育
　①�志免中学校区における小・中連
携

　②�志免西小学校の増改築等に関す
ること

２．行財政改革
　①�行財政再構築プランの自己評価
と緊急３ヵ年財政計画の取組

　②機構改革と人材育成
　③自治基本条例
　④�宇美・志免・須恵、業務システ
ム再構築事業

厚生常任委員会

１．学童保育と保育行政
２．�総合福祉施設「シーメイト」の運
営

３．�志免町高齢者保健福祉計画
４．�医療制度改革と健康づくり

建設常任委員会

１．上下水道事業
�　①上水道事業の経営
　�②下水道事業の経営
２．�都市計画街路「志免・宇美線」の
促進

３．内水対策
４．防災、防犯に関すること

志鉱跡地対策
特別委員会

１．�旧志免鉱業所ボタ山開発推進に
関すること

福岡都市圏広域
行政調査特別
委員会

１．�福岡都市圏の広域行政に関する
調査研究

議会広報特別
委員会

１．�議会広報の発行に関する事項

【
目
的
】

●

ヨ
コ
ミ
ネ
式
幼
児
教
育
法

の
保
育

【
日
程
】２
月
15
日
～
16
日

【
視
察
先
】

鹿
児
島
県
志
布
志
市

私
立
通
山
保
育
園

　

通
山
保
育
園
で
は
、
園
児

た
ち
だ
れ
も
が
読
み
、
書
き
、

計
算
を
マ
ス
タ
ー
し
、
跳
び

箱
を
軽
々
と
跳
び
、鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
自
在
に
演
奏
が
で

き
ま
す
。
別
に
英
才
教
育
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

人
間
の
才
能
で
あ
る
心
の
力
、

体
の
力
を
つ
け
さ
せ
、
子
ど

も
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
可
能
性
を
、
最

大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
教

育
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

働
き
方
も
さ
ま
ざ
ま
な
親

の
状
況
で
、
早
朝
か
ら
夕
方

ま
で
預
か
る
子
育
て
の
大
事

な
時
間
を
、
家
庭
環
境
で
差

が
つ
か
な
い
よ
う
に
、
自
立

で
き
る
人
に
育
て
る
保
育
を

し
て
い
る
の
だ
と
、
横
峯
理

事
長
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
免
町
で
も
、
町
の
保
育

方
針
に
基
づ
い
て
保
育
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
独
自
性
や

個
性
を
出
す
た
め
、
参
考
に

な
る
よ
い
点
は
取
り
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
行
政
に
要

請
し
た
。

介
護
認
定

志免町の実態をつかめ

答弁：広域連合で扱っている

末
藤　

省
三  

議
員

末
藤　

介
護
認
定
制
度
の
改

悪
が
強
行
さ
れ
た
、要
支
援
、

要
介
護
１
へ
の
軽
度
者
の
非

該
当
が
ふ
え
て
い
る
が
、
実

態
は
つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

志
免
町
だ
け
の

状
況
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

　

広
域
連
合
全
体
で
は
、
非

該
当
が
６
・
58
％
だ
っ
た
の

が
２
・
71
％
に
低
下
し
て
い

る
。

　

要
支
援
１
の
割
合
も
同
様

に
25
・
９
％
か
ら
23
・
９
％

に
低
下
し
て
い
る
。

末
藤　

認
定
度
合
が
変
わ
っ

た
場
合
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

福
祉
課
長　

要
介
護
１
か
ら

要
支
援
２
に
な
っ
た
場
合
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

13
時
間
か
ら
３
時
間
に
な

る
。

末
藤　

老
老
介
護
を
は
じ

め
、
介
護
疲
れ
、
家
族
介
護

に
よ
る
離
職
者
な
ど
実
態
調

査
が
必
要
と
思
う
。

　

志
免
町
と
し
て
独
自
の
ヘ

ル
パ
ー
で
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

町
長　

地
域
福
祉
と
い
う
観

点
か
ら
町
内
会
長
さ
ん
が
把

握
し
て
あ
る
と
思
う
の
で
、

一
定
の
状
況
は
見
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

調
査
は
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

▲通所型介護予防事業（各校区の病院で）▲ボタ山から竪坑櫓をのぞむ

委員会視察研修

▲そろばんに挑戦する園児たち（通山保育園）

竪坑櫓の基金創設

保存するにも崩すにも金がかかる。
竪坑周辺の基金として、年1000万
円ぐらい積み立てを。

［稲永議員・平成18年３月定例会での質問］

将来貴重な資金となること
を考え検討したい。
� （町長答弁）
※�現在まで、まったく検討され
ていない。厚

生
常
任
委
員
会

自
立
で
き
る
人
を
育
て
る
保
育

※�閉会中、議会と議会（年４回の定例会）の間に重要な案
件を調査、研究する。内容は委員会報告をご覧ください。

【平成20年度の委員会開催回数】　※定例会以外
・常任委員会�……………………………………… 42回
・議会運営委員会�………………………………… 13回
・志鉱跡地対策特別委員会�……………………… ２回
・福岡都市圏広域行政調査特別委員会�………… ３回
・議会広報特別委員会�…………………………… 25回
・合併問題調査特別委員会�……………………… ２回

委員会審査は
県下最多
６月議会までの調査内容
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  議会あれこれ 請　　願 請　願　者 内　　　　容 採決結果

郵政民営化の抜本
見直しに関する意見書

郵政産業労働組合
九州地方本部
執行委員長
森田佳人

１．�国民の権利として｢郵便｣｢貯金｣｢保険｣のユニバー
サルサービスを全国あまねく公平に保障するこ
と。

２．�郵便局ネットワークは、生活弱者の権利を保障し、
格差を是正するとともに、ワンストップ行政の拠
点として活用すること。

３．�郵便、貯金、保険の三事業を一体制にして一体経
営とすること。

４．�株式は将来とも売却せず、政府が責任を持つ経営
形態とすること。

賛成多数で
採択
国へ意見書
を提出

意　見　書 提　出　者 内　　　　容 採決結果

県政・県町村会汚職事件の
徹底解明及び再発防止のた
めの政治倫理条例制定を求
める意見書

末藤議員

福岡県町村会の｢裏金｣接待に端を発した汚職事件は、
地方自治をふみにじった今回の事件の全容の解明と再
発防止のため、①知事は、自らの責任を明確にすると
ともに、全容を解明し県民に報告すること。②実効あ
る政治倫理条例を制定すること。

全員賛成で
採択
県へ意見書
を提出

�｢ヒロシマ・ナガサキ議定
書｣の核拡散防止条約再検
討会議での採決に向けた取
り組みを求める意見書

助村議員

2010年に開かれる核拡散防止条約再検討会議で、平
和市長会議が提案する｢ヒロシマ・ナガサキ議定書｣の
採択に向け、核保有国を始めとする各国政府に働き掛
けると共に、政府が国際的な核軍縮・不拡散の実現に
向け、積極的な役割を果すよう強く要請する。

全員賛成で
採択
国へ意見書
を提出

請願（要望・陳情）・意見書

２月　臨時議会
第
１
回 

２
月
19
日
開
催

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

３
億
６
２
８
９
万
円
増
。
総
額
を
１
０
３
億
５
１
５
５
万
円

�

賛
成
多
数（
賛
成
14
・
反
対
１
）

　

歳
入
は
国
か
ら
の
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金
、
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
な
ど
と
町
債（
借
り
入
れ
金
）、
基
金
繰
入（
貯
金

の
と
り
崩
し
）。

　

庁
舎
屋
根
防
水
改
修
工
事

�

１
３
６
６
万
円

　

多
目
的
広
場
用
地
購
入
費

�

２
億
５
０
３
１
万
円

　

道
路
改
良
舗
装
工
事
費

�

２
５
０
０
万
円

　

小
中
学
校
施
設
整
備
工
事

�

１
１
７
５
万
円

　

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

改
修
工
事

�

３
３
５
０
万
円

　

公
民
館
外
部
等
補
修
工
事

�

８
５
４
万
円

　
（
石
橋
台
・
吉
原
・
志
免
四
町
内
会
）

▲33年目を迎え、年間約8000人が利用するテニスコート

志
免
町
の
舵
取
り

議
員
も
真
剣
に
！

平
成
の
大
合
併
終
結

問
わ
れ
る
議
会
の
真
価

　

二
年
前
の「
し
め
議
会
だ
よ
り
」

47
号
に「
議
会
あ
れ
こ
れ
」の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
頂
き
、
今
回
56
号
、

10
回
目
の
投
稿
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
47
号
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

は
、
粕
屋
中
南
部
６
町
の「
法
定
合

併
協
議
会
」設
置
の
議
案
が
志
免
町

で
は
一
票
差
で
可
決
し
た
が
、
粕

屋
・
久
山
、
両
町
議
会
の
否
決
に

て
破
綻
し
た
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
３
月
31
日
、
現

行
の
市
町
村
合
併
特
例
法
が
期
限

切
れ
と
な
り「
平
成
の
大
合
併
」が

終
結
し
、
こ
れ
で
全
国
の
自
治
体

は
半
減
、
九
州
で
は
５
１
７
の
自

治
体
が
２
３
３
に
、
福
岡
県
は
97

が
60
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
夏
、
本
格
的
な
政
権

交
替
が
な
さ
れ
、
地
方
主
権
の
推

進
が
強
く
叫
ば
れ
、
地
方
自
治
に

と
っ
て
益
々
自
治
運
営
の
真
価
が

問
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
香
川
県
宇
多
津
町

で
、
全
国
の
10
㎢
未
満
の
自
治
体
を

対
象
に
し
た「
全
国
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
議
会
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ

参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、「
小
さ
な

町
で
も
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
か
」

真
剣
な
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
志
免
町
を
、
合
併

を
含
め
ど
う
舵
取
り
し
て
い
く
の

か
は
、
町
民
の
皆
様
と
共
働
し
な

が
ら
、
二
元
代
表
制
の
首
長
と
議

会
が
し
っ
か
り
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
議
会
へ
の
期
待
と
責
任

も
大
と
な
り
ま
す
。

「
議
会
基
本
条
例
」制
定
へ

　

あ
る
新
聞
の
記
事
に「
最
近
、
首

長
が
住
民
の
声
を
直
接
聞
く
の
は

議
会
が
機
能
し
て
い
な
い
か
ら
」と

の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
進
む
議
会
基
本
条
例
の

制
定
、
通
年
議
会
の
ス
タ
ー
ト

等
々
。
こ
れ
ら
は
全
て
こ
れ
か
ら

の
自
治
運
営
へ
の
議
会
の
あ
り
方

の
危
機
感
か
ら
の
動
き
で
す
。

　

志
免
町
も
６
月
、
遅
く
と
も
９

月
議
会
ま
で
に
は「
議
会
基
本
条

例
」を
制
定
す
る
予
定
で
す
。
信
頼

さ
れ
る
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
の

構
築
に
引
き
続
き
努
力
い
た
し
ま

す
。

議
員
定
数
問
題
を
検
討

　

地
方
自
治
運
営
の
最
高
決
定
機

関
で
あ
る
議
会
の
議
員
選
挙
が
来

春
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
地
方
主
権
」の
時
代
に
即
し
た

議
会
の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
、

現
在
の
16
名
体
制
に
つ
い
て
、
こ

れ
か
ら
議
論
を
行
い
ま
す
。

　

建
設
的
な
皆
様
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
記
・
議
長
・
古
庄
）

古庄議長

▲人事案件投票のようす

※議会・議員へのご意見をお待ちしております
 ◆議長へのメール：simegityo@yahoo.co.jp

議長からのメッセージ

1617


